
令和８年１月14日

No. 質　問　事　項 回　　　　答

1 企画提案書に様式などはあるか。
様式はない。
自由に作成いただきたい。また、既存の資料が
あれば活用することも可能である。

2 献立へのアレルギーの表記は必須であるか。
必須ではない。
表記できる場合は、表記いただきたい。

3
提供するご飯の量の調整（小盛・並盛・大盛な
ど）は必須か。

必須ではない。
対応できる範囲で提案いただきたい。

4
実施報告書に添付する食数の内訳書類は、シス
テムを通じて学校で出力できるものでもよい
か。

可能である。
業者選定後に学校と調整いただきたい。

5
食材費相当分を現金で学校を介して徴収する
ことは可能か。

不可である。
学校を介せずに保護者等から直接徴収できる
方法としていただきたい。

6 弁当発注締め切りは自由に設定してよいのか。

弁当配送前日の正午から配送当日の午前９時
30分までの間で自由に設定いただければよ
い。
キャンセルも踏まえて、締め切りがいつであるか
を評価させていただく。

7
学校敷地内の配送ルートについて、青線で示さ
れた部分はすべて車両での通行が可能か。

車両での通行が可能である。

8 弁当の提供開始は最短でいつになるか。
最短で令和８年４月13日となる予定である。
難しい場合は、学校と調整いただきたい。
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